
14

　

２
月
17
日
、
児
玉
町
金
屋
で
発

生
し
た
火
災
に
際
し
、
迅
速
に
初

期
消
火
を
行
い
、
被
害
の
拡
大
を

防
い
だ
林
下
恵
美
さ
ん
（
児
玉
町

金
屋
在
住
）
の
功
績
に
対
し
て
、

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
消
防
長

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈳
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
庄
児
玉
郡

支
部
青
年
部
会
か
ら
横
断
幕
と
鉛
筆
を
、

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
か
ら
学
童
用
及
び
保

護
者
用
横
断
旗
を
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
活

動
の
た
め
、
役

立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
（
敬
称
略
）

▲３／６中央公民館
［市民カメラマン仁科和十さん撮影］

▲３／15本庄南中卒業式

▲

　めでたく100歳を迎えられた児玉町上真下にお
住まいの亀田ミヨさん（明治44年２月 24日生ま
れ）と児玉町八幡山にお住まいの石橋信夫さん（明
治 44年３月 10日生まれ）に、お祝いの「寿状」
を渡しました。

　３月 15日に市立の各中学校で、24日
には各小学校で、それぞれ卒業式が行われ、
卒業生たちは、新たな思いを持って旅立ち
ました。

和楽器ルネサンス〜水川寿也＆ＡＸＩＳ〜
〜希望を胸に〜

小中学校卒業式

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
命
救
助
を
表
彰

生涯学習講座 特別コンサート

本庄名物「つみっこ」教室

美しい
和楽器の

調べ

３／17
つきみ荘

▲亀田 ミヨさん ▲石橋 信夫さん

祝　百　歳
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市
民
課
の
日
曜
開
庁
を
臨
時

休
業
し
ま
す

　

市
民
課
の
組
織
変
更
に
伴
い
、

課
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
を
行
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
課
の
日

曜
窓
口
の
開
庁
を
次
の
と
お
り
臨

時
休
業
し
ま
す
。

休
業
日　

５
月
１
日
㈰

※
戸
籍
の
届
出
は
、
通
常
ど
お
り

休
日
夜
間
受
付
窓
口
で
受
付
し
ま

す
。

★
市
民
課
☎
�
１
１
１
２

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有

料
広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
３
２
、
０
０
０
部
発
行
の

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。

広
告
媒
体　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う（
毎

　

月
１
日
発
行
）

募
集
期
間　

４
月
28
日
㈭
ま
で（
必

　

着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

　

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

　

最
下
段

②
募
集
枠
数　

２
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）　

３

　

０
、
０
０
０
円
（
３
号
分
）

⑥
掲
載
期
間　

７
～
９
月
号
（
３

　

号
分
）

※
７
月
号
か
ら
連
続
し
て
６
号
分
、

９
号
分
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

　

接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

　

提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

　

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

　

の
）

②
広
告
の
原
稿

③
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

　

の
場
合
）

郵
送
先　

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３　

本

　

庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

　

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
本
庄
市

有
料
広
告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基

準
」（
企
画
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計･

調
査･

測

量
業
務
、
土
木
施
設
維
持
管
理
業

務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
は
埼
玉
県
電
子
入

札
共
同
シ
ス
テ
ム
参
加
自
治
体
と

共
同
受
付
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈪
～
20
日

　

㈮
受
付
場
所　

埼
玉
教
育
会
館
（
さ

　

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―
12
―

　

24
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午

　

後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

　

時
を
除
く
）

※
予
約
制
で
す
。

申
請
方
法　

書
類
に
よ
る
申
請
の

　

み
で
す
。
対
面
審
査
を
行
い
ま

　

す
。
郵
送
又
は
電
子
申
請
に
よ

　

る
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
上
旬

に
埼
玉
県
入
札
審
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

参
加
資
格
の
有
効
期
間　

７
月
１

　

日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
５

お
知
ら
せ

東北地方太平洋沖地震による大震災について

　このたびの大震災の被害は、わが国にとって戦
後65年間で最も巨大で悲惨なものとなりました。
ご家族やご親族、ご友人が被災された方もいらっ
しゃると思います。あらためて被災地の皆様に心
からお見舞い申し上げ、犠牲となられた方々に深
く哀悼の意をささげます。そして、自衛隊をはじ
め、多くの救援・復旧・支援に携わる方々に、敬
意と感謝を申し上げます。
　地震発生直後より本庄市では警戒体制をしき、
震災対策本部を設置し、行政として多くの機関・
企業・団体・市民の皆様とともに、刻々と変わる
状況に対応してまいりました。本市では、地震に
よる甚大な被害はなく、復旧もスムーズに行うこ
とができましたが、この原稿を書いている３月

15日現在、今後も広域的に大きな余震や、原発
の事故など、数多くの二次的被害、影響が予想さ
れ、緊迫した事態が続いております。
　今後とも、本庄市行政は市民の安全安心のため
にできる限り力を尽くします。同時に市民の皆様
におかれましても、日本全体がかつてない状況に
直面している今、正しい情報収集に努められ、ぜ
ひ、冷静な行動をとっていただきたくお願い申し
上げます。
　今こそ私たちの社会の底力が試されております。
特に病気の方、高齢者や障害を持つ方がお近くに
おられる場合、ぜひ皆様の温かい見守りをお願い
します。このような時だからこそ、ご家族ご近所
お互いに支え合い、力を合わせましょう。市民・
行政一体となって、ともにこの危機を乗り越えて
まいりましょう。皆様の温かいご理解、ご協力、
ご尽力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　本庄市長


